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抽出条件 1組・ 経験あり 2組・経験あり 1組・経験なし
サンプル数 30/ 70 23/ 70 5/ 70 
カテゴリー 度数 % 度数 % 度数 % 
非常に簡単 3 10 l 4.3 。 。
簡単 13 43.3 10 43.5 。 。
難しい 13 43.3 12 52.2 5 100 
非常に難しい l 3.3 。 。 。 。
















抽出条件 l組・経験あり 2組・経験あり l組・経験なし 2組・経験なし
サンプル数 18/ 70 12/ 70 19/ 70 21/ 70 
カテゴリー 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 
非常に簡単 3 16.7 1 8.3 。 。 。 。
簡単 10 55.6 5 41.7 4 21.1 6 28.6 
難しい 5 27.8 6 50.0 14 73.7 13 61.9 
非常に難しい 。 。 。 。 5.3 2 9.5 




単j(34%) と答えた者が多く(図 3，図4)，演習形式の方が 「操作が簡単」と感じたものが多い。













図3 表編集操作 (1組) 図4 表編集操作 (2組)
















図5 表編集練習問題 (1組) 図6 表編集練習問題 (2組)
グラフ作成について， I簡単」と答えたものは，演習形式42% (内， I非常に簡単J6 %)，説明形








































図9 関数(1組) 図10 関数 (2組)
4-2 テキストの理解しやすさ
テキス トの理解しやすさについては，演習形式テキス ト利用では39% 説明形式テキス ト利用では
31 %が 「理解しやすい」と答え，演習形式テキストの方が理解しやすいと感じたものが多い。(図11，
図12)。













抽出条件 l組経験あり 2組経験あり l組経験なし 2組経験なし
サンプル数 27/ 70 22/ 70 5/ 70 8/ 70 
カテゴリー 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 
非常にわかりやすい l 3.7 。 。 。 。 。 。
わかり易い 9 33.3 7 31.8 3 60 3 37.5 
どちらともいえない 12 44.4 11 50.0 l 20 4 50.0 
わかり難い 4 14.8 4 18.2 20 1 12.5 
非常にわかり難い l 3.7 。 。 。 。 。 。
よ口』 言十 27 100.0 22 100.0 5 100 8 100.。
次に，パソコンへの興昧とテキス卜の理解しやすさ (表4)については，
パソコンに 「興味がないJと答えたものはいない。「どちらともいえない」と答えたものは，演習形
式:3名(理解しやすさについては， IどちらともいえないJ: 2名， Iわかり難いJ: 1名)，説明形
式 1名(理解しやすさについては，IどちらともいえないJ)であった。




1組 2組 1組 2組 I組 2組
サンプル数 30/70 29/70 3/70 1/70 0/70 0/70 
カテゴリー % % % % % % 
非常にわかりやすい 3.3 。 。 。 。 。
わかり易い 40.0 34.5 。 。 。 。
どちらと もいえない 40.0 48.3 66.7 100 。 。
わかり難い 13.3 17.2 33.3 。 。 。


















図13 パソコンへの興味による理解しやすさ(1組) 図14 パソコンへの興昧による理解しやすさ (2組)
また，勉学意欲と理解しやすさ (表5)については
パソコンへの 「勉学意欲がない」と答えたものはいない。「どちらともいえないJと答えたものは，





l組 2組 l組 2組 l組 2組
サンプlレ数 27/70 29/70 4/70 1/70 0/70 0/70 
カテゴリー % % % % % % 
非常にわかりやすい 3.7 。 。 。 。 。
わかり易い 44.4 34.5 。 。 。 。
どちらともいえない 37.0 48.3 75 100 。 。
わかり難い 14.8 17.2 。 。 。 。
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表 6 定期試験結果
演習形式利用 説明形式利用
平均点 標準偏差 平均点 標準備差
90.0 4.0 88.8 5.0 
パソコン使用経験
あり 90.1 3.6 90.0 4.9 
なし 88.0 5.7 87.5 4.6 
ある 89.8 4.1 89.1 6.8 
興味
どちらともいえない 91.7 2.9 85.0 
ある 90.2 3.5 89.6 4.6 
勉強意欲
どちらともいえない 90.0 8.7 80.0 
(ー はデータ数 1) 
表7 平均点の母平均の差の検定
等分散性の検定結果 T検定 T検定 (Welchの方法)
統計量 :F 1.570197 統計量:t 1.013326 統計量:t 1.005731 
自由度l 30 自由度 58 自由度 53.55874 
自由度2 28 両側P値 0.3151 両側P値 0.3191 










































①セルを結合して中央揃えしたい範囲のセルを選択する。(A1 ~ A 4を選択)
②ツールパー→|セルを結合して中央揃え|ボタン園をクリ ックする。
(2 )文字種類・サイズの変更および文字飾り
〈問〉表題「成績表」の文字を 1)M Sゴシック，2)大きさを12ポイント， 3)太字に変更してみよ。
〈解〉
1 )文字種類の変更
①セルポインタを表題セルに移動する。
②ツールパー→[フ ォント]→[MSゴシック]を選択する。
2 )文字サイズの変更
①セルポインタを表題セルに移動する。
②ツールパー→[フォン トサイズ]→[12]を選択する。(図6) 
3 )文字飾り
①セルポインタを表題セルに移動する。
②ツールパー→太字ボタ ン圃をクリ ックする。
